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令和元年第２回今帰仁村議会定例会会議録 

招  集  年  月  日 令和元年６月13日 

招 集 場 所 今帰仁村議会議場 

開 散 会 日 時 

及 び 宣 告 

開   会  ６月13日 午前10時07分 

散   会  ６月13日 午前11時04分 

出 席 （ 応 招 ） 議 員 

議席番号  氏   名 議席番号  氏   名 

１ 島 袋   誠 ８ 與 那 勝 治 

２ 上 原 祐 希 ９ 山 城   太 

３ 與那嶺   透 10 與 儀 常 次 

４ 座間味   薫 11 嘉 陽   崇 

５ 座間味 邦 昭   

６ 吉 田 清 尊   

７ 玉 城 みちよ   

欠席（不応招）議員 
    

    

会 議 録 署 名 議 員 ６ 吉 田 清 尊 ７ 玉 城 みちよ 

職 務 の た め 議 場 

に 出 席 し た も の 

事 務 局 長 我那覇 尚 一 書 記 松 田 洋 子 

局 長 補 佐 
兼 議 事 係 長 玉 城 民 枝   

地方自治法第121条に 

より説明のため議場に 

出席した者の職氏名 

村 長 喜屋武 治 樹 経 済 課 長 久 田 哲 史 

副 村 長 謝 花 良 竹 住 民 課 長 仲 村 美奈子 

教 育 長 玉 城   奎 福祉保健課長 宮 里 政 有 

総 務 課 長 我那覇 隆 文 
幼 保 連 携 
推 進 室 長 宮 里   晃 

企画財政課長 田 港 朝 津 会 計 管 理 者 金 城 寛 樹 

学校教育課長 桃 原 秀 樹   

社会教育課長 嘉 陽   健   

建 設 課 長 兼 
水 道 課 長 嶺 井 雄 二   
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令和元年第２回今帰仁村議会定例会 

 

議事日程第１号 

令和元年６月13日（木曜日） 

１．開 会 午前10時 

２．付議事件及び順序 

日程 

番号 
議案番号 事    件    名 摘 要 

１  会議録署名議員の指名  

２  会期の決定  

３  議長諸般の報告  

４  村長の行政報告  

５ 議案第2 6号 今帰仁村重度心身障害者（児）医療費助成に関する条例の一部を

改正する条例について 

説  明 

６ 議案第2 7号 今帰仁村心身障害児適正就学指導委員会条例の一部を改正する条

例について 

説  明 

７ 議案第2 8号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例について 

説  明 

８ 議案第2 9号 今帰仁村水道事業給水条例の一部を改正する条例について 説  明 

９ 議案第3 0号 工事請負契約について 説  明 

10 議案第3 1号 令和元年度今帰仁村一般会計第２回補正予算について 説  明 

11 議案第3 2号 令和元年度今帰仁村国民健康保険特別会計第２回補正予算につい

て 

説  明 

12 報告第４号 平成30年度今帰仁村一般会計繰越明許費繰越計算書について 報  告 

13  現場踏査  
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○ 座間味 薫 議長 ただいまの出席議員は11名です。定足数に達しておりますので、直ちに令和元年

第２回今帰仁村議会定例会を開会します。本日の会議を開きます。 

（開会時刻 午前10時07分） 

 日程第１．「会議録署名議員の指名」を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第127条の規定によって、６番 吉田清尊議員及び７番 玉城

みちよ議員を指名します。 

 日程第２．「会期の決定」の件を議題とします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から６月21日までの９日間にしたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○ 座間味 薫 議長 「異議なし」と認めます。 

 したがって会期は、本日から６月21日までの９日間と決定しました。 

 日程第３．「議長諸般の報告」を行います。 

 １．地方自治法第235条の２第３項の規定により、例月出納検査報告書がお手元に配付されています。

朗読は省略いたします。 

 ２．本定例会に受理した、請願（陳情）は、会議規則第91条及び第92条の規定によってお手元に配付の

請願（陳情）・意見書のとおり、それぞれ所管の常任委員会に付託いたしましたので報告いたします。 

 ３ 議会関係の報告書がお手元に配付されております。後ほどお目通しください。朗読は省略いたしま

す。 

 ３月  １日 北山高等学校の卒業式が行われました。 

     ９日 今帰仁中学校の卒業式が行われました。 

   14～15日 予算審査特別委員会を行いました。 

     16日 北部広域市町村圏事務組合議会第53回定例会が開催されました。 

     〃  北部市町村議会議長会第４回定例総会が開催されました。 

     17日 第８回ピカピカの一年生激励会が開催されました。 

     20日 村内各小学校の卒業式が行われました。 

     29日 退職者辞令交付式が行われました。 

     30日 ウッパマビーチ海開きが開催されました。 

 ４月  １日 平成31年度辞令交付式が行われました。 

     ４日 名桜大学の入学式が行われました。 

     ８日 北部広域市町村圏事務組合議会第52回臨時会が開催されました。 

     〃  北山高等学校の入学式が行われました。 

     ９日 村内各小学校・中学校の入学式が行われました。 

     20日 第９回古宇利島マジックアワーＲＵＮｉｎ今帰仁村を開催しました。 

     25日 北部地域の道路網の整備促進並びに離島架橋の早期実現に向けた決起大会が開催されま
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した。 

 ４月  26日 平成31年度沖縄振興拡大会議が開催されました。 

     〃  今帰仁村商工会通常総会が開催されました。 

 ５月９～13日 北部市町村議会議長会視察研修（石垣･台湾・マカオ・香港）が開催されました。 

     14日 伊江島ハイビスカス園落成式並びに祝賀会が開催されました。 

     17日 今帰仁村議会議員研修会を開催しました。 

     20日 北部市町村議会議長会第１回定期総会が開催されました。 

     21日 第68回本部地区交通安全協会定期総会表彰式が開催されました。 

     24日 村学力向上推進大会が開催されました。 

     30日 村和牛改良組合通常総会が開催されました。 

 日程第４．「村長の行政報告」を行います。これを許します。喜屋武治樹村長。 

○ 喜屋武治樹 村長 皆さん、おはようございます。村長の行政報告を行います。行政報告書がお手元

に配付されております。後ほどお目通しください。朗読は省略いたします。 

 ３月  １日 北山高等学校の卒業式が行われました。 

     ５日 農村集落基盤再編・整備事業今帰仁西地区推進協議会を開催しました。 

     ９日 今帰仁中学校の卒業式が行われました。 

     〃  北部市町村会総会が開催されました。 

     15日 今帰仁幼稚園の卒園式が行われました。 

     17日 第８回ピカピカの１年生激励会が開催されました。 

     18日 羽地大川土地改良区理事会が開催されました。 

     20日 村内各小学校の卒業式が行われました。 

     21日 社会福祉法人 温和会 まほろば保育園の卒園式が行われました。 

     23日 社会福祉法人 乙羽会 おとわキッズ園の卒園式が行われました。 

     26日 村立保育所の卒園式を行いました。 

     〃  村商工会青年部設立40周年記念式典並びに祝賀会が開催されました。 

     28日 沖縄県地域振興協会臨時総会が開催されました。 

     29日 退職者辞令交付式を行いました。 

     30日 ウッパマビーチ海開きが開催されました。 

 ４月  １日 平成31年度辞令交付式を行いました。 

     〃  社会福祉法人 温和会 まほろば保育園の入園式が行われました。 

     ３日 第９回古宇利島マジックアワーＲＵＮｉｎ今帰仁村の安全祈願を行いました。 

     ３日 北部広域第１回理事会が開催されました。 

     ４日 名桜大学の入学式が行われました。 

     ８日 北山高等学校の入学式が行われました。 

     ９日 村内各小学校・中学校の入学式が行われました。 
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 ４月  10日 今帰仁幼稚園の入園式が行われました。 

     12日 宮良多鶴子ソプラノコンサートが開催されました。 

     16日 日本赤十字社沖縄県支部北部地区・分区長会議が開催されました。 

     17日 本部町今帰仁村消防組合消防団総会が開催されました。 

     20日 第９回古宇利島マジックアワーＲＵＮｉｎ今帰仁村を開催しました。 

     22日 北部市町村会総会が開催されました。 

  24日～25日 第52回今帰仁村親善チャリティーゴルフ大会を開催しました。 

     25日 北部地域の道路網の整備促進並びに離島架橋の早期実現に向けた決起大会が開催されま

した。 

     〃  村母子保健推進委員の委嘱状交付式を行いました。 

     26日 沖縄振興拡大会議が開催されました。 

     〃  国頭地区市町村教育委員会協議会定期総会が開催されました。 

     〃  村商工会通常総会が開催されました。 

 ５月  10日 村庁舎建設委員会第６回会議を開催しました。 

     13日 村育英会役員会を開催しました。 

     14日 伊江島ハイビスカス園落成式並びに祝賀会が開催されました。 

     16日 沖縄北部森林組合第１回理事会が開催されました。 

     17日 沖縄地区史跡整備市町村協議会役員会が開催されました。 

     18日 沖縄県消防協会北部地区支会総会及び懇親会が開催されました。 

     19日 鹿児島県和泊町役場新庁舎落成式及び祝賀会が開催されました。 

     20日 村育英会・村青少年健全育成協議会の総会が開催されました。 

     〃  「（仮称）コルディオ琉球テラス＆ヴィラズ古宇利」建設地鎮祭が行われました。 

     21日 圏域別意見交換会（令和２年度沖縄振興予算要請に向けた御意見等）が開催されました。 

     〃  第68回本部地区交通安全協会定期総会表彰式が開催されました。 

     22日 第１回なきじん児童生徒文学賞の記者発表を行いました。 

     24日 村学力向上推進大会が開催されました。 

     25日 第70回沖縄県植樹祭が開催されました。 

     〃  第29回やんばる駅伝競走伊是名島大会が開催されました。 

     28日 第１回今帰仁村子ども・子育て会議が開催されました。 

     〃  沖縄県市町村職員互助会平成30年度決算監査を行いました。 

     29日 村つながる支え合いの村づくり委員の委嘱状交付式を行いました。 

     30日 村和牛改良組合通常総会が開催されました。 

     31日 沖縄地区史跡整備市町村協議会第43回大会が開催されました。 

○ 座間味 薫 議長 日程第５．「議案第26号 今帰仁村重度心身障害者（児）医療費助成に関する条

例の一部を改正する条例について」を議題とします。 
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 本案について提案理由の説明を求めます。謝花良竹副村長。 

○ 謝花良竹 副村長 提案いたします。 

 議案第26号 

 

   今帰仁村重度心身障害者（児）医療費助成に関する条例の一部を改正する条例について 

 

 上記議案について、別紙のとおり改正したいので議会の議決を求めます。 

 

令 和 元 年 ６ 月 13日 提 出 

今帰仁村長 喜屋武 治 樹 

 

提案理由 

 今帰仁村重度心身障害者（児）医療費助成制度に自動償還方式が導入されることに伴い、条例の規定

を整備する必要があるため、この議案を提出します。 

 

   今帰仁村重度心身障害者（児）医療費助成に関する条例の一部を改正する条例 

 

 今帰仁村重度心身障害者（児）医療費助成に関する条例（平成３年条例第８号）の一部を次のように

改正する。 

改正後（案） 現 行 

 （助成金の申請） 

第９条 医療費の助成を受けようとする者は、規

則に定める重度心身障害者（児）医療費助成申

請書により申請を行わなければならない。 

２ 前項の申請は、原則として各診療月を単位と

して行うものとする。 

３ 第１項の申請は、受給資格者が医療の給付を

受けた日の属する月の翌月から起算して１年を

経過した月の翌月以降においてはすることがで

きない。 

４ 第１項の規定にかかわらず、沖縄県との重度

心身障害者（児）医療費助成制度の自動償還方

式に関する事務取扱に係る契約を取り交わして

いる保険医療機関等に対し、受給資格者が当該 

 （助成金の申請） 

第９条 医療費の助成を受けようとする者は、規

則に定める重度心身障害者（児）医療費助成申

請書により申請を行わなければならない。 

２ 前項の申請は、原則として各診療月を単位と

して行うものとする。 

３ 第１項の申請は、受給資格者が医療の給付を

受けた日の属する月の翌月から起算して１年を

経過した月の翌月以降においてはすることがで

きない。 
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 保険医療機関等へ医療費を全額支払った場合

は、助成金の申請が行われたものとみなす。 

５ 前項の場合において、受給資格者は、保険医

療機関等で生じる医療費に係る一切の情報を、

当該保険医療機関等が今帰仁村及び沖縄県国民

健康保険団体連合会に提供することに同意した

ものとみなす。 

 （助成金の支給） 

第10条 村長は、前条の申請書について内容を審

査し適当と認めた受給資格者に対して規則の定

めるところにより速やかに助成金を支給するも

のとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 （助成金の支給） 

第10条 村長は、前条の申請書について内容を審

査し適当と認めた申請者  に対して規則の定

めるところにより速やかに助成金を支給するも

のとする。 

備考 

１ 現行の欄中下線が引かれた部分（以下「現行部分」という。）に対応する改正後（案）の欄中下

線が引かれた部分（以下「改正後部分」という。）がある場合には、当該現行部分を改正後部分に

改める。 

２ 改正後部分に対応する現行部分がない場合には、当該改正後部分を加える。 

３ 現行部分に対応する改正後部分がない場合には、当該現行部分を削る。 

 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 改正後の今帰仁村重度心身障害者（児）医療費助成に関する条例の規定は、令和元年８月１日以後に

受けた医療に係る医療費の助成について適用し、同日前に受けた医療に係る医療費の助成については、

なお従前の例による。 

 

○ 座間味 薫 議長 日程第６．「議案第27号 今帰仁村心身障害児適正就学指導委員会条例の一部を

改正する条例について」を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。謝花良竹副村長。 

○ 謝花良竹 副村長 提案いたします。 
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 議案第27号 

 

   今帰仁村心身障害児適正就学指導委員会条例の一部を改正する条例について 

 

 上記議案について、別紙のとおり改正したいので議会の議決を求めます。 

 

令 和 元 年 ６ 月 13日 提 出 

今帰仁村長 喜屋武 治 樹 

 

提案理由 

 今般使用していた「就学指導委員会」という名称について、文部科学省通知文に、「教育支援委員会」

という名称が適当であるとされ、就学前からの一貫した支援を行うため、この条例の規定を改正する必

要があり、この議案を提出します。 

 

   今帰仁村心身障害児適正就学指導委員会条例の一部を改正する条例 

 

 今帰仁村心身障害児適正就学指導委員会条例（昭和53年条例第13号）の一部を次のように改正する。 

改正後（案） 現 行 

 今帰仁村教育支援委員会条例 

 

 （設置） 

第１条  特別支援教育を振興し、特別な支援を

要する就学予定児及び児童生徒（以下「要特別

支援児童等」という。）の適切な就学支援を行

うため、今帰仁村教育支援委員会（以下「委員

会」という。）を設置する。 

 

 （任務） 

第２条 委員会は、今帰仁村教育委員会（以下

「教育委員会」という。）の諮問に応じて要特

別支援児童等の教育支援を行うため、判定及び

教育措置について調査・審議し、答申する。 

 

 

 今帰仁村心身障害児適正就学指導委員会条例 

 

 （設置） 

第１条 今帰仁村立小学校及び中学校における特

別支援教育を振興し、心身障害児の適正な就学

を期するため、今帰仁村心身障害児適正就学指

導委員会（以下「委員会」という。）を設置す

る。 

 

 （任務） 

第２条 委員会は、今帰仁村教育委員会（以下

「教育委員会」という。）の諮問に応じて特別

支援教育を要する心身障害児の判定及び教育措

置について調査し、及び審議する。 
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 （委員） 

第４条 委員は、次の各号に掲げるもののうちか

ら、教育委員会が委嘱する。 

 （１）今帰仁村立小学校長及び中学校長 

 （２）特別支援教育担当教諭 

 （３）学校医 

 （４）専門医 

 （５）教育委員会職員 

 （６）その他教育委員会が適当と認めるもの 

 （委員） 

第４条 委員は、次の各号に掲げるもののうちか

ら、教育委員会が委嘱する。 

 （１）今帰仁村立小学校長及び中学校長 

 （２）障害児担当教諭 

 （３）学校医 

 （４）専門医 

 （５）教育委員会職員 

 （６）その他教育委員会が適当と認めるもの 

備考 

１ 現行の欄中下線が引かれた部分（以下「現行部分」という。）に対応する改正後（案）の欄中下

線が引かれた部分（以下「改正後部分」という。）がある場合には、当該現行部分を改正後部分に

改める。 

２ 改正後部分に対応する現行部分がない場合には、当該改正後部分を加える。 

３ 現行部分に対応する改正後部分がない場合には、当該現行部分を削る。 

 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行し、平成31年４月１日から適用する。 

 （経過措置） 

２ この条例の施行の際現にこの条例による改正前の今帰仁村心身障害児適正就学指導委員会条例（以下

「旧条例」という。）第４条の規定により委員に委嘱されているものは、この条例の施行の日に、改正

後の今帰仁村教育支援委員会条例（以下「新条例」という。）第４条の規定により委員に委嘱されたも

のとみなす。この場合において、委嘱されたものとみなされるものの任期は、旧条例の委員として委嘱

された任期に係る残任期間と同一の期間とする。 

 

○ 座間味 薫 議長 日程第７．「議案第28号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関

する条例の一部を改正する条例について」を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。謝花良竹副村長。 

○ 謝花良竹 副村長  

 議案第28号 

 

   特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について 

 

 上記議案について、別紙のとおり改正したいので議会の議決を求めます。 
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令 和 元 年 ６ 月 13日 提 出 

今帰仁村長 喜屋武 治 樹 

 

提案理由 

 今帰仁村心身障害児適正就学指導委員会条例の改正に伴い職名の改正が必要なため、この議案を提出

します。 

 

   特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 

 

 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例（昭和47年条例第36号）の一部を次のよ

うに改正する。 

改正後（案） 現 行 

 （報酬の額） 

第２条 前条に規定する報酬の額は、別表のとお

りとする。 

別表（第２条関係） 

職名 
報酬の額

（円） 
旅費の額 

教育支援委員

会 会長 

日額 4,400 職員の旅費に

関する条例の

１等級の職に

相当する。 

〃 委員 日額 4,000 

 
 

（報酬の額） 

第２条 前条に規定する報酬の額は、別表のとお

りとする。 

別表（第２条関係） 

職名 
報酬の額

（円） 
旅費の額 

心身障害児適

正就学指導委

員会 会長 

日額 4,400 職員の旅費に

関する条例の

１等級の職に

相当する。 〃 委員 日額 4,000 
 
 

備考 

１ 現行の欄中下線が引かれた部分（以下「現行部分」という。）に対応する改正後（案）の欄中下

線が引かれた部分（以下「改正後部分」という。）がある場合には、当該現行部分を改正後部分に

改める。 

２ 改正後部分に対応する現行部分がない場合には、当該改正後部分を加える。 

３ 現行部分に対応する改正後部分がない場合には、当該現行部分を削る。 
 

   附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 

 

○ 座間味 薫 議長 日程第８．「議案第29号 今帰仁村水道事業給水条例の一部を改正する条例につ

いて」を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。喜屋武治樹村長。 
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○ 喜屋武治樹 村長  

 議案第29号 

 

   今帰仁村水道事業給水条例の一部を改正する条例について 

 

 上記議案について、別紙のとおり改正したいので議会の議決を求めます。 

 

令 和 元 年 ６ 月 13日 提 出 

今帰仁村水道事業管理者  

今帰仁村長 喜屋武 治 樹 

 

提案理由 

 社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための消費税法の一部を改正する等の

法律等の一部を改正する法律（平成28年法律第85号）及び社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜

本的な改革を行うための地方税法及び地方交付税法の一部を改正する法律等の一部を改正する法律（平

成28年法律第86号）が成立したことに伴い、所要の措置を講ずる必要があるため、この議案を提出しま

す。 

 

 改正内容については、担当課長が説明いたします。 

○ 座間味 薫 議長 嶺井雄二水道課長。 

○ 嶺井雄二 水道課長 詳細についてご説明いたします。 

 

   今帰仁村水道事業給水条例の一部を改正する条例 

 

 今帰仁村水道事業給水条例（平成28年条例第30号）の一部を次のように改正する。 

改正後（案） 現 行 

 （料金） 

第25条 料金は、第１表今帰仁村水道料金表に定

める料金と第２表メーター使用料金表に定める

料金との合計額に消費税法（昭和63年法律第

108号）に基づく消費税額に、地方税法（昭和

25年法律第226号）に基づく地方消費税額を加

えて得た額を加算した額とする。この場合にお

いて、その額に１円未満の端数を生じたとき

は、これを切り捨てるものとする。 

 （料金） 

第25条 料金は、第１表今帰仁村水道料金表に定

める料金と第２表メーター使用料金表に定める

料金との合計額に100分の108を乗じて得た額と

する。この場合において、その額に１円未満の

端数を生じたときは、これを切り捨てるものと

する。 
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備考 

１ 現行の欄中下線が引かれた部分（以下「現行部分」という。）に対応する改正後（案）の欄中下

線が引かれた部分（以下「改正後部分」という。）がある場合には、当該現行部分を改正後部分に

改める。 

２ 改正後部分に対応する現行部分がない場合には、当該改正後部分を加える。 

３ 現行部分に対応する改正後部分がない場合には、当該現行部分を削る。 

 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和元年10月1日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この条例による改正後の今帰仁村水道事業給水条例（以下「新条例」という。）第25条の規定は、こ

の条例の施行の日（以下「施行日」という。）以後の使用に係る水道料金について適用し、施行日前の

使用に係る水道料金については、なお従前の例による。 

３ 施行日前から継続して給水を受けている者に係る水道料金であって、施行日から令和元年10月31日ま

での間にその額が確定するものに係る新条例第25条に規定する消費税額及び地方消費税額については、

前項の規定にかかわらず、なお従前のとおりとする。 

 

○ 座間味 薫 議長 日程第９．「議案第30号 工事請負契約について」を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。謝花良竹副村長。 

○ 謝花良竹 副村長  

 議案第30号 

 

   工事請負契約について 

 

 平成31年度今泊港川改修工事（７工区）について、次のように工事請負契約を締結したいので、地方自

治法（昭和22年法律第67号）第96条第１項第５号の規定により議会の議決を求めます。 

 

１ 契 約 の 目 的    平成31年度今泊港川改修工事（７工区） 

２ 契 約 の 方 法    指名競争入札 

３ 契 約 の 金 額    108,000,000円 

４ 契約の相手方    今帰仁村字兼次128番地 

             有限会社 北山建設 

             取締役 山城 明 
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令 和 元 年 ６ 月 13日 提 出 

今帰仁村長 喜屋武 治 樹 

 

提案理由 

 平成31年度今泊港川改修工事（７工区）の請負契約の締結については、議会の議決に付すべき契約及

び財産の取得又は処分に関する条例（昭和47年条例第18号）第２条の規定により、議会の議決を必要と

するため、この議案を提出します。 

 

 なお、詳細については添付してある契約書をお目通しください。 

○ 座間味 薫 議長 日程第10．「議案第31号 令和元年度今帰仁村一般会計第２回補正予算について」

を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。謝花良竹副村長。 

○ 謝花良竹 副村長  

 議案第31号 

 

   令和元年度今帰仁村一般会計第２回補正予算について 

 

 上記議案について、次のとおり提案し議会の議決を求めます。 

 

 令和元年度今帰仁村一般会計補正予算（第２回）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億3,247万8,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ52億9,496万3,000円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、

「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （地方債の補正） 

第２条 地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

 

令 和 元 年 ６ 月 13日 提 出 

今帰仁村長 喜屋武 治 樹 
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第１表  歳 入 歳 出 予 算 補 正 

（ 歳 入 ） （単位：千円） 

款 項 補正前の額 補 正 額 計 

15 国 庫 支 出 金   682,014 2,328 684,342 

  ２ 国 庫 補 助 金 273,210 2,270 275,480 

  ３ 国 庫 委 託 金 2,690 58 2,748 

16 県 支 出 金   872,438 4,518 876,956 

  ２

＋ 

県 補 助 金 595,034 4,559 599,593 

  ３ 県 委 託 金 45,172 △41 45,131 

17 財 産 収 入   52,294 13,311 65,605 

  １ 財 産 運 用 収 入 15,541 109 15,650 

  ２ 財 産 売 払 収 入 36,753 13,202 49,955 

19 繰 入 金   218,293 49,341 267,634 

  １ 繰 入 金 218,293 49,341 267,634 

21 諸 収 入   201,276 2,180 203,456 

  ３ 貸 付 金 元 利 収 入 1 1,680 1,681 

  ４ 雑 入 146,110 500 146,610 

22 村 債   211,000 60,800 271,800 

  １ 村 債 211,000 60,800 271,800 

歳 入 合 計 5,162,485 132,478 5,294,963 

 

（ 歳 出 ） （単位：千円） 

款 項 補正前の額 補 正 額 計 

１ 

 

議 会 費   72,772 578 73,350 

  １ 議 会 費 72,772 578 73,350 

２ 総 務 費   741,303 103,232 844,535 

  １ 総 務 管 理 費 605,407 99,845 705,252 

  ２ 徴 税 費 84,931 2,779 87,710 

  ３ 

 

戸 籍 住 民 登 録 費 25,528 691 26,219 

  ４ 選 挙 費 21,826 △42 21,784 

  ５ 統 計 調 査 費 1,721 △41 1,680 

３ 民 生 費   1,742,079 △1,406 1,740,673 

  １ 社 会 福 祉 費 1,059,591 1,546 1,061,137 

  ２ 児 童 福 祉 費 682,488 △2,952 679,536 
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款 項 補正前の額 補 正 額 計 

４ 衛 生 費   339,378 9,834 349,212 

  １ 保 健 衛 生 費 129,108 6,334 135,442 

  ２ 清 掃 費 210,270 3,500 213,770 

６ 農 林 水 産 業 費   461,672 4,172 465,844 

  １ 農 業 費 308,284 4,051 312,335 

  ２ 林 業 費 10,407 37 10,444 

  ３ 水 産 業 費 142,981 84 143,065 

７ 商 工 費   134,430 3,331 137,761 

  １ 商 工 費 134,430 3,331 137,761 

８ 土 木 費   466,946 827 467,773 

  １ 土 木 管 理 費 12,628 162 12,790 

  ２ 道 路 橋 梁 費 277,532 656 278,188 

  ４ 港 湾 費 20,608 0 20,608 

  ５ 住 宅 費 25,136 9 25,145 

10 教 育 費   618,603 11,910 630,513 

  １ 教 育 総 務 費 145,846 8,896 154,742 

  ２

＋ 

小 学 校 費 70,132 4,435 74,567 

  ３ 中 学 校 費 36,899 235 37,134 

  ４ 幼 稚 園 費 32,620 △325 32,295 

  ５ 社 会 教 育 費 189,093 4,979 194,072 

  ６

＋ 

保 健 体 育 費 144,013 △6,310 137,703 

歳 出 合 計 5,162,485 132,478 5,294,963 
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第２表  地 方 債 補 正 

 

起 債 の 目 的 
補   正   前 補   正   後 

限 度 額 起債の方法 利 率 償還の方法 限 度 額 起債の方法 利 率 償還の方法 

農村集落基盤再編・整備事業 西地区 
千円 

22,600 
証 書 借 入 

 

5.0％以内

（ただし、

利率見直し

方式で借入

れる政府資

金及び地方

公共団体金

融機構資金

について、

利率の見直

しを行った

後において

は当該見直

し 後 の 利

率） 

 

政府資金につ

いては、その

融資条件によ

り、銀行その

他の場合では

その債権者と

協定するもの

による。ただ

し、村財政の

都合により据

置期間及び償

還期限を短縮

し、又は繰上

償還もしく

は、低利に借

換えすること

ができる。 

千円 
22,600 

証 書 借 入 

 

5.0％以内

（ただし、

利率見直し

方式で借入

れる政府資

金及び地方

公共団体金

融機構資金

について、

利率の見直

しを行った

後において

は当該見直

し 後 の 利

率） 

 

政府資金につ

いては、その

融資条件によ

り、銀行その

他の場合では

その債権者と

協定するもの

による。ただ

し、村財政の

都合により据

置期間及び償

還期限を短縮

し、又は繰上

償還もしく

は、低利に借

換えすること

ができる。 

漁 村 再 生 交 付 金 事 業 17,800 〃 17,800 〃 

水 産 環 境 整 備 事 業 400 〃 400 〃 

村道越地与比地小浜原線改良事業 3,300 〃 3,300 〃 

村 道 呉 我 山 仲 山 橋 改 良 事 業 3,200 〃 3,200 〃 

村道古宇利一周線道路改築事業 33,800 〃 33,800 〃 

沖縄振興特別推進交付金事業 36,700 〃 36,700 〃 

湧 川 第 ２ 団 地 新 築 事 業 10,100 〃 10,100 〃 

臨 時 財 政 対 策 債 80,000 〃 80,000 〃 

総 合 活 用 整 備 事 業 （ 災 害 ） 3,100 〃 3,100 〃 

庁 舎 建 設 事 業 0 〃 60,800 〃 

     

     

     

     

     

     

     

合   計 211,000  271,800  
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 なお、詳細については担当課長より説明をさせていただきます。 

○ 座間味 薫 議長 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 おはようございます。私のほうからは、議案第31号 令和元年度今帰仁村

一般会計第２回補正予算についての歳入歳出とも節において300万円以上の増減についての説明をいたし

ます。 

 13ページをお願いします。歳入、17款財産収入、２項財産売払収入、１目不動産売払収入、補正額

1,320万2,000円は、１節土地等売払収入の1,320万2,000円の計上によるものでございます。 

 続いて14ページをお願いします。19款繰入金、１項繰入金、１目繰入金、１節繰入金の4,934万1,000円

は財政調整基金の1,429万2,000円、それと今帰仁村うるおいと安らぎのむらづくり応援基金455万円、今

帰仁村公共施設等総合管理基金から2,450万円、今帰仁村入学準備金貸付基金の600万円の計上によるもの

でございます。 

 続いて17ページをお願いします。22款村債、１項村債、１目総務債、補正額6,080万円は１節総務債、

庁舎建設事業（用地購入）の6,080万円の計上によるものでございます。 

 続いて19ページをお願いします。こちらのほうから歳出になります。２款総務費、１項総務管理費、１

目一般管理費、補正額8,089万4,000円は、17節公有財産購入費の新庁舎建設事業4,970万円と22節補償、

補填及び賠償金の3,148万6,100円の計上によるものが主なものでございます。同じページの４目財産管理

費、補正額1,320万2,000円は、25節積立金、今帰仁村公共施設等総合管理基金の1,320万2,000円の計上に

よるものでございます。同じページ、５目企画費、補正額510万円は13節委託料の土地所有権確認等請求

弁護士委託料510万円の計上によるものでございます。 

 続いて27ページをお願いします。３款民生費、２項児童福祉費、３目保育所費、補正額マイナスの295

万円でございますが、そちらのほうは２節給料の一般職給のマイナス318万5,000円の計上によるものが主

なものでございます。 

 続いて31ページをお願いします。４款衛生費、２項清掃費、１目清掃総務費、補正額350万円は13節委

託料、指定ゴミ袋製造委託料350万円の計上によるものでございます。 

 続いて32ページをお願いします。６款農林水産業費、１項農業費、10目農村集落基盤再編・整備事業 

西地区の補正額はゼロ円でございますが、22節の補償、補填及び賠償金の農村集落基盤再編・整備事業 

西地区の350万円とその他委託料、工事請負費、財産購入費の組みかえによるものでございます。 

 続いて35ページをお願います。７款商工費、１項商工費、２目観光振興費324万3,000円の補正でござい

ますが、こちらは17節公有財産購入費、城跡入口土地購入の324万3,000円の計上によるものでございます。 

 続いて40ページをお願いします。10款教育費、１項教育総務費、２目事務局費、補正額889万6,000円は

21節貸付金、今帰仁村入学準備金貸付事業600万円の計上が主なものでございます。 

 続いて41ページをお願いします。１目学校管理費、補正額439万5,000円は15節、工事請負費の今小冷房

機電気工事の95万3,000円と天小冷房機工事の205万8,000円の計上が主なものでございます。 

 次に45ページをお願いします。同じく10款教育費、６項保健体育費、１目保健体育総務費、補正額マイ

ナス702万4,000円は、２節給料、一般職給マイナス397万円の減額が主なものでございます。以上、節に
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おいて300万円以上の説明といたします。 

○ 座間味 薫 議長 日程第11．「議案第32号 令和元年度今帰仁村国民健康保険特別会計第２回補正

予算について」を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。謝花良竹副村長。 

○ 謝花良竹 副村長  

 議案第32号 

 

   令和元年度今帰仁村国民健康保険特別会計第２回補正予算について 

 

 上記議案について、次のとおり提案し議会の議決を求めます。 

 

 令和元年度今帰仁村国民健康保険特別会計補正予算（第２回）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ39万3,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ15億4,640万6,000円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、

「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

令 和 元 年 ６ 月 13日 提 出 

今帰仁村長 喜屋武 治 樹 

 

第１表  歳 入 歳 出 予 算 補 正 

（ 歳 入 ） （単位：千円） 

款 項 補正前の額 補 正 額 計 

１ 国 民 健 康 保 険 税   334,949 140 335,089 

  １ 国 民 健 康 保 険 税 334,949 140 335,089 

６

きょ

うど

う 

県 支 出 金   1,044,207 253 1,044,460 

  １ 県 補 助 金 1,044,206 253 1,044,459 

歳 入 合 計 1,546,013 393 1,546,406 

 

（ 歳 出 ） （単位：千円） 

款 項 補正前の額 補 正 額 計 

１ 総 務 費   30,036 253 30,289 

  １ 総 務 管 理 費 28,556 253 28,809 
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款 項 補正前の額 補 正 額 計 

６ 保 健 事 業 費   26,288 140 26,428 

  ２ 特定健康診査等事業費 12,653 140 12,793 

歳 出 合 計 1,546,013 393 1,546,406 

 

○ 座間味 薫 議長 日程第12．「報告第４号 平成30年度今帰仁村一般会計繰越明許費繰越計算書に

ついて」を議題とします。 

 本件について提出者の報告を求めます。謝花良竹副村長。 

○ 謝花良竹 副村長  

 報告第４号 

 

   平成30年度今帰仁村一般会計繰越明許費繰越計算書について 

 

 地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第146条第２項の規定により、別紙のとおり報告します。 

 

令 和 元 年 ６ 月 13日 提 出 

今帰仁村長 喜屋武 治 樹 

 

 なお、詳細については担当課より説明をさせていただきます。 

○ 座間味 薫 議長 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 報告第４号 平成30年度今帰仁村一般会計繰越明許費繰越計算書について

説明いたします。計算書のページをおあけください。事業名と繰越額、それと繰り越しの理由について説

明申し上げます。 

 例規集改版業務委託、繰越額216万円は、新制度導入に関する諸調整を図るため事業期間の延長が必要

になったことによるものでございます。庁舎建設基本構想等策定業務、繰越額639万4,000円は、事業候補

地の選定に要する諸調整を行うため期間延長が必要となったことによるものでございます。プレミアム付

商品券事務費、繰越額185万円は、事業交付決定のおくれと電算システム設計改修等に期間を要すること

から事業期間の延長となったことによるものでございます。幼保連携一体化施設整備事業、繰越額３億16

万3,000円は、工事施工の労務人員の確保不足による工事期間の延長が必要となったことによるものでご

ざいます。ごみ運搬車導入事業、繰越額1,176万5,000円は、設計調整、入札の見積もり期間、及び調達機

械の製作に期間を要するため事業期間の延長となったものでございます。災害に強い高機能型栽培施設導

入推進事業、繰越額7,984万円は、事業に必要な鉄骨資材等の需要増大により資材調達が困難となり、事

業期間の延長となったものによるものでございます。本部半島・伊江島エリア観光促進事業、繰越額

3,880万円は、設計調整、及び関係団体との調整のため協議期間が必要となり、事業期間の延長となった

ものでございます。続いて、村道古宇利一周線道路改築事業、繰越額１億9,770万円は、事業用地買収に
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係る補償に不測の日数を要したため事業期間の延長が必要になったことによるものでございます。村道呉

我山仲山橋改良事業、繰越額600万円は、工事実施に伴う通行どめ期間と、時期、及び迂回路について周

辺住民との協議に日数を要したため事業期間の延長となったものでございます。今帰仁小学校電気設備工

事、繰越額175万2,000円は、補助事業と合算発注を行うため補助事業の調整に期間を要したため事業期間

の延長が必要となったものによるものでございます。今帰仁村小中学校ブロック塀・冷房整備事業、こち

らは小学校費のものですが、繰越額4,274万2,000円は、工事発注前の調査期間に時間を要し、補助事業実

施の県調整手続に期間を要したため事業期間の延長となったものでございます。今帰仁村小中学校ブロッ

ク塀・冷房整備事業、こちらは中学校費でございますが、繰越額2,550万円は、補助事業の実施、及び県

調整手続きに期間を要したため事業期間の延長となったものございます。最後に、今帰仁村中学校低公害

車スクールバス導入事業、繰越額2,676万2,000円は、入札に付す公告期間、及び事務手続に期間を要し事

業期間の延長となったものでございます。 

 以上、繰越明許費計算書の説明とさせていただきます。 
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平成30年度今帰仁村一般会計繰越明許費繰越計算書 

 

款 項 事 業 名 金 額 
翌年度 

繰越額 

左 の 財 源 内 訳 

既 収 入 

特定財源 

未収入特定財源 
一般財源 

国県支出金 村 債 その他 

   円 円 円 円 円 円 円 

２．総務費 １．総務管理費 例規集改版業務委託 2,160,000 2,160,000  0 0 0 2,160,000 

２．総務費 １．総務管理費 庁舎建設基本構想等策定業務 6,394,000 6,394,000  0 0 0 6,394,000 

２．総務費 １．総務管理費 プレミアム付商品券事務費 1,850,000 1,850,000  1,850,000 0 0 0 

３．民生費 ２．児童福祉費 幼保連携一体化施設整備事業 854,731,000 300,163,000  243,456,000 53,300,000 0 3,407,000 

４．衛生費 ２．清掃費 ごみ運搬車導入事業 11,765,000 11,765,000  0 10,500,000 0 1,265,000 

６．農林水産業費 １．農業費 災害に強い高機能型栽培施設導入推進事業 134,154,000 79,840,000  79,840,000 0 0 0 

７．商工費 １．商工費 本部半島・伊江島エリア観光促進事業 38,800,000 38,800,000  30,957,000 6,800,000 0 1,043,000 

８．土木費 ２．道路橋梁費 村道古宇利一周線道路改築事業 198,089,000 197,700,000  157,840,000 35,500,000 0 4,360,000 

８．土木費 ２．道路橋梁費 村道呉我山仲山橋改良事業 13,262,000 6,000,000  4,720,000 1,000,000 0 280,000 

10．教育費 １．教育総務費 今帰仁小学校電気設備工事 1,752,000 1,752,000  0 0 0 1,752,000 

10．教育費 ２．小学校費 今帰仁村小中学校ブロック塀・冷房整備事業 42,742,000 42,742,000  9,057,000 33,600,000 0 85,000 

10．教育費 ３．中学校費 今帰仁村小中学校ブロック塀・冷房整備事業 25,500,000 25,500,000  6,580,000 18,900,000 0 20,000 

10．教育費 ３．中学校費 今帰仁村中学校低公害車スクールバス導入事業 26,762,000 26,762,000  0 22,900,000 0 3,862,000 

合       計 1,357,961,000 741,428,000  534,300,000 182,500,000 0 24,628,000 
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○ 座間味 薫 議長 日程第13．「現場踏査」を議題とします。 

 お手元に配りました日程のとおり、本日は午後から現場踏査を行いたいと思います。ご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

○ 座間味 薫 議長 「異議なし」と認めます。 

 したがって、現場踏査を行うことに決定いたしました。 

 なお、現場踏査は散会後に午後から行います。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 本日は、これで散会します。お疲れさまでした。 

（散会時刻 午前11時04分） 

 


